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腎孟腫瘍を思わせた食道癌腎転移の1例
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A CASE OF ESOPHAGEAL CANCER METASTATIC TO 

THE KIDNEY PRESENTING AS RENAL PELVIC CANCER
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 Masahumi SAHASHI, Toshio SIMOJI and Koji MIYAKE 
From the Department of Urology, School of Medicine, Nagoya University

   A 50-year-old man, who had undergone operation of esophageal carcinoma 2 years earlier, 
was admitted with the complaints of right flank pain and macroscopic hematuria. Intravenous 
urogram showed right unvisualized kidney. Right retrograde pyelography showed the dilatation 
of calices and irregularity of middle and lower calices. Computed tomography revealed severe 
hydronephrosis of the right kidney. 

   Right nephrectomy was performed under the diagnosis of either renal pelvic cancer or 
esophageal cancer metastatic to the kidney. Pathological examination revealed metastatic 
squamous cell carcinoma from esophagus. The patient was treated by radiotherapy, but died 4 
months after the surgical treatment. 

    Literature on eight case of metastatic renal cancer from esophagus is reviewed. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1565-1568, 1989) 
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緒 言

他臓器に発生した悪性腫瘍の腎転移は剖検例では稀

ではないが,生 存中に診断治療されることは,比 較的

稀である.わ れわれは,腎 孟腫瘍を思わせるような臨

床所見を呈した,食 道癌の腎転移症例を経験したので

報告する.

症 例

患者:50歳,男 性

主訴:右 側 腹 部 痛,肉 眼 的 血 尿

既 往 歴:1985年9月26日 食 道癌 根 治術

現病 歴:1986年9月 肉眼 的 血 尿 あ り,11月 に 入 り右

側腹 部 痛 も出 現 症 状 が しだ い に増 強す る ため1986年

11月10日 当科 受 診 した.1987年4月16日 精 査 の た め 当

院外 科 入 院,4月27日 当科 転 科 とな った.

入 院 時 現 症=身 長166cm,体 重45kg,右 肋 骨 弓

下 に,表 面平 滑,弾 性 硬 の 腫瘤 を4横 指 触 知 した.

検査 成 績:末 梢 血;WBC5000/mm3,RBC289x

lo4/mm3,Hb8.69/d1,Ht26.8%,血 小 板26×104/

mm3,血 清生 化 学;Na140mEq/1,K5.5mEq/1,

α109mEq/l,BuN19mg/1,Cri.3mg/l,uA7.5

mg/dl,TP7.09/dl,GoTlgIu/1,GPT121u/l,

LDHI531u/1,ALPl281u/l,T-Bo.4mg/dl,

CEAl.1nglml,AFP8ng/ml,

尿 所 見;潜 血(一),蛋 白(一),糖(一)

尿 沈 渣;異 常 を 認 め な い.尿 細 胞診;疑 陽 性

X線 検 査 成績:IVPお よびRP;IVPで は 左 腎 に

つ い て は 明 らか な 異 常 を 認 め な いが 右 腎 は 描 出 され な

い.RPで は腎 杯 の 拡 張,中 腎杯 下 腎 杯 の 不整 を 認め

る.ま た 腎孟 か ら腎 孟 尿 管 移 行 部 にか け て は 描 出 不 良

で あ る(Fig.1).CT;右 腎 に 内 部 が 不 整 な 低 吸収

域 を 認 め る.腎 実 質 は 部 分 的 に菲 薄 化す るが 一 部 に 腫

瘤 状 陰影 を認 め る.入 院 時 のCTで は 水 腎 が 著 明 に

進 行 して い る(Fig.2).腎 超 音 波 検 査;高 度 の 水腎

症 を 認 め,内 部 に は,一 部にechogenicな 腫瘤 が 見

られ る.体 位 変 換 に よ っ て も こ の 像 は 移 動 し な い

(F三9.3).

手 術 お よび臨 床 経 過:以 上 よ り右 腎孟 腫 瘍 も しくは

食 道 癌 腎 転 移 に よる右 水 腎 症 と診 断 した.1987年5月
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Fig.1.Rightretrogradepyelographyshowed

thedilatationofcalicesandirregularity

ofmiddieandlowcrcalices.
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Fig.2a.Computedtomographyshowedthe

irregularlowdcnsityareaintheright

kidncy.

b.Aしadmission,thehydrone且)hrosiswas

rcmarkablyadvanccd.

11日右 腎尿管全摘術および膀胱部分切除術の目的で手

術を施行した.腰 部斜切開にて右腎に到達すると,右

腎は著明に腫大 し,全 周性に周囲組織との癒着がみら

れた.と くに右腎茎部は腫瘍の浸潤により一塊 となっ

て剥離困難であった.同 部の術中迅速病理診断にて,

扁平上皮癌 との報告があ り食道癌の腎茎部への転移と

判断した.腎 動静脈と周囲組織とを一塊として右腎を

摘出した.術 後,右 腎茎部に残存する腫瘍に対して放

射線治療を施行したが同年9月 死亡した.

摘 出標本=右 腎は著明に腫 大し,腎 孟腎杯 内に約

500m1の 膿尿を貯留し腎実質は菲薄化していた.腎

茎部は白色の硬い腫瘍に よって一塊とな り,腎 孟尿管

移行部では尿管は完全に閉塞 していた.割 面では腎孟

腎杯内に内腔に向けて突出する数個の隆起性病変がみ

れらた.

病理組織学的所見=腎 実質内から腎茎部に広が り,

また腎孟尿管移行部にて尿管を閉塞する,扁 平上皮癌

が認められた.腫 瘍細胞は敷石上構造を呈し,糸 球体

は減少し,尿 細管もわずかに残存するのみである.ま

た腎孟腎杯内の隆起性病変は壊死組織であった(Fig.

4).以 上の手術および病理所見か ら食道癌の腎転移で

灘l
Fig.4.Themicroscopicexaminationshowed

squamouSCellCarCinoma。



あると考えられた.

考 察

長井,ほ か:食 道癌 。腎転移

食道癌の腎転移は,剖 検時にしばしば認められ,そ

の頻度としてはAndersoni)は13%,Boschら2)は

11%,Ravenら3)は6%oと 報告してお り決して稀な

ものではない,食 道癌における臓器別の転移頻度でも

腎は6番 目,10番 目などと報告されている.ま た転移

性腎腫瘍の中で食道癌の占める割合としては4.8%と

され,肺 癌,乳 癌等に比べれば少ないとされているが

稀であるといい難い4).し か しながら,臨 床例で症状

を呈し,診 断,治 療されることは,画 像診断の発達し

てきた今日でも比較的稀であり,著 老の調べた限りで

は,わ が国の報告例は自験例を含め8例 に過ぎない5-

1ω.臨 床的に診断されることの少ない理由として,①

Boschら2)が82例 の食道癌の剖検例について,腎 転移

は9例(11%o)に 認められたが,単 独の転移例は1例

もなく,腎 転移のある症例は全例4ヵ 所以上の転移部

位を有していたと報告 したように,広 範な全身性の転

移の一環として起 こることがほとんどであるため十分

な検索がされることが少ないこと,②BrackenらID

が転移性腎腫瘍について3cm以 上 にな るのは10%

に過 ぎないと報告 しているように,臨 床的に問題とな

る大きさにならないこと,③ 転移部位の多くの場合,

腎実質であ り腎孟腎杯に露出して血尿等の症状が出現

するのが遅いこと,な どが挙げられる.わ が国の報告

例8例 についてTable1に 示す 臨床像を見ると,

年齢は35歳 か ら65歳,平 均53歳,性 別では男性6例,
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女性1例 であったs転 移側は左3例,右4例,両 側1

例 と左右差はなかった.原 発巣治療から転移巣発見ま

での期間は,5ヵ 月から2年,平 均12ヵ 月であった.

転移性腎腫瘍において,最 も問題となるのは,原 発

性腫瘍との鑑別である.し か し,わ が国の報告例につ

いて見ると,症 状としては,全 身倦怠感,発 熱,血 尿

などと,非 特異的な症状ばかりであった.画 像診断で

も,DIP,IVPで は圧排変 形のみの所見のものが多

く,RPは 自験例を含め2例 に施行されているが共に

陰影欠損を認め,CTで はほとんどの症例で不均一な

lowdensitymass,動 脈造影でも1例 を除きhypo-

vascularと,特 有の所見に乏 しく,原 発性腫瘍との

鑑別の決め手になる方法はない.術 前診断としても,

転移性腎腫瘍との確定診断がついたと記載されている

症例は林田ら7)お よび岡本ら10>の症例のみであり,本

症の診断が困難なことを示している.

われわれの症例の場合,他 の症例と異な り腎孟腫瘍

との鑑別が最 も問題となった.悪 性腫瘍の腎転移の経

路としては,血 行性,リ ンハ行性の2つ が考えられる

が,一 般的にはZincke12>やGriseら4'が 述べてい

るように,心 拍出量の1/舛 こおよぶ腎への豊富な血行

によって腫瘍細胞が腎へ運ぼれ,こ れが,糸 球体に腫

瘍塞栓を起こし転移が起きると考えられている.こ の

ために腫瘍の転移部位は皮質または皮質から髄質にか

けてがほとんどであ り,転 移性腎腫瘍のほとんどが腎

実質の占拠性病変として発見されている.し か し林田

ら7)の 症例では,腫 瘍は腎下極の占拠性病変であった

が,こ れが腎孟尿管移行部に進展しここに狭窄をつく

Tablei.ReviewoftheesophagealcanccrmetastatictokidneyinJapaneseliterature

No,年 齢 性 患側 症状 転移まで 尿細胞診 尿路造影の期間 術前診断 治 療 予 後 報告者

153M左 不明 2年 不明 不明

256M右 右側腹部痛1年classI造 影されない

335M両 肉眼的血尿5ヵ 月classll

465F左 肉眼的血尿1年 不明

561M左

649M右

左側腹部痛

発蕪

全身倦怠感

発熟

toヵ月cia551

6ヵ月 不明

746F右 右側腹部痛3ヵ 月classN

850M右
肉眼的血尿

右側腹部痛

圧排変形

圧排変形

圧排変形

圧排変形

圧排変形

13ヵ月 疑陽性 造影されない

不 明

腎腫傷または
腎孟腫傷腎実質内浸潤

原発性または

転移性腎腫瘍

食道癌腎転移

腎腫瘍または
食道癌腎転移

不 明

転移性腎腫痛

腎孟腫瘍または
食道癌転移

不 明

腎 摘

不明 石川ら

78日死亡 北田ら

腎摘+化 療8ヵ 月死亡 杉山ら

腎動脈塞栓術
+腎摘+化療 10週死亡 林田ら

腎摘+化 療2ヵ 月死亡 北見ら

腎 摘 6ヵ月生存 菊地ら

腎摘+化 療6ヵ 月死亡 岡本ら

腎捕+
放射締療法

4ヵ月死亡 自験例
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っており今回のわれわれの症例に近いと考えられる.

す なわちわれわれの症例では腎実質に転移した食道癌

が比較的早期に腎孟尿管移行部をまきこみ腎孟粘膜に

露出した後,腎 孟内に播種 して腎孟腫瘍を思わせる臨

床像を呈したものと思われる.

治療法としては7例 で腎摘,1例 で腎部分切除と全

例手術療法が施行されてお り,こ れに加えて化学療法

が4例,放 射線療法が1例 に施行されている.ま た,

Marsanら13)は,食 道癌の腎転移に対 して腎動脈塞

栓術を施行し良好な結果をえたと報告 しているが,わ

が国の報告例では林田ら7)の 報告1例 のみである.こ

れは原発性腫瘍との鑑別が困難であり診断のためにも

手術療法を選択せざるをえなかったためと思われる.

予後については6ヵ 月後も生存しているとの報告が

1例 ある以外は全例8ヵ 月以内に死亡している.Zi-

ncke12)は 転移性腫瘍で あっても腎への単独転移の場

合には外科的治療の対象となると述べているが,腎 転

移が単独でなく,全 身転移の一環 として起こることが

多いことが予後不良となる理由と思われる.し か し,

食道癌に対する集学的治療 も進歩 してきてお り腎転移

巣に対 しても,今 後さらに積極的な治療が行われるこ

とが期待される.

結 語

腎孟腫瘍を思わせた食道癌腎転移のi例 を報告する

とともに,わ が国の食道癌腎転移報告例8例 について

集計し,文 献的考察を加えた.
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